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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・本多　富美様～先週外泊を行っており、本人事前に外泊願いを出していましたが、外泊許可の確認が遅れる事がありました。外泊願いを受け取ったスタッフは責任を持って連絡し、リーダー間での申し送りや引継ぎを徹底するようにして下さい。

・駒木　学　様～御家族様と電話が繋がり、歯科受診の許可が出ています。主治医面談の日にちについては、後日御家族様より連絡が来る事となっています。又、御家族様より、住所変更したとの情報が聞かれていますので各自確認お願いします。

・出河　攻　様～9/24・26日と陰のう水腫穿刺部処置の指示が出ていましたが、本人「刺した所も分からなくなったし、やらなくていい」と拒否されています。本日スタッフ確認していますが、穿刺部乾燥しており化膿見られない為様子観察としています。引き続き穿刺部の状態を確認していきましょう。

・春本　司郎様～本人より、チェストの鍵を無くしたとの訴え聞かれています。庶務管理課に発注伝票を出していましたが、再度スタッフで私物内を確認する為、発注は取り消しとなっています。担当スタッフは、本人様と一緒に確認お願いします。

・松田　富雄様～本人のラジカセが故障しており、御家族様へ連絡しています。御家族様より新しいラジカセを届けて下さるとの事で、本人へもその旨を説明しています。

＜週間連絡＞

９／２６（月）・第５回院内研修「院内感染対策について②」（9/26～28日まで）

　　　　　　　　※17：30～18：30までメンタルケア病棟4階メモリアルホールで行います。

９／２７（火）・症例検討会議（医療保護入院継続検討）

９／２８（水）・皮膚科診察（西・北病棟）

※新規・新しい部位・薬処方の診察者→木村忠史様・木村義重様

鈴木正長様・布施邦雄様

　　２９（木）・4病院合同研修会　　演題「地域から見た精神医療」

　　　　　　　　※19：00～20：30まで八戸市公民館にて行います。

　　　　　　　・コップ漂白

　　３０（金）・歯科診察

　　　　　　　　※西病棟→松橋清子様・菅井浩子様・清水徹様・松田富雄様の4名

　　　　　　　　　　　　　診察予定。

　　　　　　　・モップ交換

＜注目患者様NCP評価・検討＞

· 八森　正　様～最近、多飲水傾向であり夜間の尿失禁が続いている状態です。スタッフ　　　　　　　が水分の取りすぎを指摘するも、夜間の尿失禁については本人「頭がお　　　　　　　かしくなった」と話され、多飲水傾向にある事への認識が欠けている状　　　　　　　態です。本人が水分摂取量の把握と調整を行える事を目的とし、今週よ　　　　　　　り水分チェック表の導入を行っていきます。1日コップ13杯までと決め、　　　　　　　飲水した量をその時間帯に記入していきます。又、尿失禁ある事から、　　　　　　　夜間のトイレ誘導を行っていきます。本人トイレ誘導は1時とし、22　　　　　　　　時30分までには就床すると自ら決めています。日中の飲水状況の確認を　　　　　　　行っていくと共に、夜間の排泄・失禁の有無を観察していきましょう。

· 奥寺　徹　様～入浴拒否傾向見られ、スタッフ入浴促すも「いい」と拒まれ保清面に関　　　　　　　して認識の薄さが伺えています。本人拒薬等見られ、スタッフに対し不　　　　　　　信感を持っている様子がある事から、入浴を拒むのは何らかの理由があ　　　　　　　ると思われます。再度入浴を拒む理由について尋ねていき、保清面に関　　　　　　　しての必要性について説明して行きましょう。　

・佐々木　みね様～継続して「夕べ朝鮮人に腹を踏まれた」「家族が迎えにきている」等妄想に左右された言動聞かれていますが、日常生活面としては日課・プログラム問題なく参加されています。服薬に関しては時折吐薬見られるものの、スタッフ説明にて服薬する事出来ています。吐薬見られる場合でも、スタッフ説明にて服薬する事ができた場合は評価して行きましょう。又、生活面において現在のレベルを維持する事が出来るような関わりを持って行きましょう。

